
6-2007No.475

古代米の田植え体験
５月12日、いつきのみや歴史体験館横の水田で、古代米の田植え体

験が行われました。

植えられた古代米は、黒米と赤米の２種類。町内外から参加した家

族連れなど40人の皆さんは、水田に一列に並びながら、手作業で丁寧

に１株ずつ苗を植え込みました。
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４
月
27
日
、
大
字
中
村
の
山

本
善
基
さ
ん
が
町
役
場
を
訪
問
さ

れ
「
町
の
交
通
安
全
対
策
の
た
め

に
」
と
、
１
０
０
万
円
を
町
に
ご

寄
付
い
た
だ
き
ま
し
た
。

山
本
さ
ん
は
、
昨
年
の
12
月
に

ご
自
身
の
妻
を
交
通
事
故
で
亡
く

さ
れ
ま
し
た
。
寄
付
に
際
し
て
は

「
悲
惨
な
交
通
事
故
を
減
ら
し
、

わ
た
し
の
よ
う
に
悲
し
む
遺
族

が
、
少
し
で
も
無
く
な
れ
ば
」
と

話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

町
で
は
、
こ
の
寄
付
金
を
活
用

さ
せ
て
い
た
だ
き
、
カ
ー
ブ
ミ
ラ

ありがとうございました

中村の山本さんが100万円を寄付

町の交通安全に

町長に寄付金を手渡す山本さん（写真右）

ー
や
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
な
ど
、
交
通

安
全
施
設
の
整
備
推
進
を
図
っ
て

い
く
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

山
本
さ
ん
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

４
月
13
日
、
歌
手
の
城
み
ち
る

さ
ん
が
、
大
字
上
野
の
介
護
老
人

福
祉
施
設
明
和
苑
を
訪
問
し
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
コ
ン
サ
ー
ト
を
開
催

し
ま
し
た
。

城
さ
ん
は
「
歌
で

社
会
に
恩
返
し
し
た

い
」
と
、
平
成
18
年

１
月
か
ら
、
全
国
の

福
祉
施
設
の
無
償
訪

問
を
ス
タ
ー
ト
。
５

０
０
施
設
の
訪
問
を

目
標
と
し
て
お
り
、

同
苑
の
訪
問
で
２
４

７
カ
所
目
と
な
る
そ

う
で
す
。

城
さ
ん
は
、
ヒ
ッ

ト
曲
「
イ
ル
カ
に
の

っ
た
少
年
」
を
は
じ

め
、
童
謡
な
ど
計
７

曲
を
熱
唱
。

施
設
に
入
所
・
通

所
な
ど
す
る
約
１
５

城
み
ち
る
さ
ん
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
コ
ン
サ
ー
ト

明
和
苑
で

０
人
の
皆
さ
ん
は
、
城
さ
ん
の
歌

声
に
盛
ん
な
拍
手
と
声
援
を
送

り
、
楽
し
い
ひ
と
と
き
を
過
ご
し

ま
し
た
。

コンサートで熱唱する城さん

介
護
老
人

福
祉
施
設

町
の
前
行
政
相
談
委
員
の
世
古

口
光
夫
さ
ん
（
斎
宮
）
に
、
総
務

大
臣
か
ら
感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し

た
。世

古
口
さ
ん
は
、
平
成
11
年
４

月
か
ら
本
年
３
月
ま
で
、
８
年
間

の
長
年
に
わ
た
り
、
町
の
行
政
相

談
委
員
を
務
め
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。行

政
相
談
委
員
は
、
行
政
の
仕

事
に
つ
い
て
の
相
談
な
ど
を
受

け
、
そ
の
解
決
な
ど
の
た
め
の
仕

事
を
、
無
報
酬
で
行
っ
て
い
た
だ

く
も
の
で
す
。

役
場
庁
舎
で
４
月
27
日
、
総
務

省
三
重
行
政
評
価
事
務
所
の
井
上

則
雄
所
長
か
ら
、
世
古
口
さ
ん
に

感
謝
状
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

前
行
政
相
談
委
員

世
古
口
さ
ん
に

総
務
大
臣
感
謝
状

感謝状を受け取る世古口さん（写真右）
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広報めいわ　広報めいわ　2007年６月号年６月号 広報めいわ　2007年６月号 

明
和
山
草
会
（
中
村
勝
博
会
長
）

が
４
月
21
日
と
22
日
の
両
日
、
同

会
の
発
足
20
周
年
を
記
念
し
た

「
斎
王
を
偲
（
し
の
）
ぶ
雅
展
」

を
、
中
央
公
民
館
大
集
会
場
で
開

催
し
ま
し
た
。

こ
の
催
し
で
は
、
会
員
28
人
の

創
作
盆
栽
約
１
５
０
点
の
展
示
の

ほ
か
、
押
し
花
同
好
会
の
作
品
展

や
「
斎
王
（
い
つ
き
）
の
舞
い
」

写
真
展
、
野
だ
て
な
ど
が
行
わ
れ
、

近
隣
市
町
の
山
草
会
を
は
じ
め
、

町
内
外
か
ら
大
勢
の
人
が
来
場
し

ま
し
た
。

明
和
山
草
会
で
は
例
年
、
春
と

秋
の
年
２
回
作
品
展
を
開
催
し
て

い
ま
す
。
今
回
は
20
周
年
を
記
念

し
、
趣
向
を
凝
ら
し
た
も
の
を
開

催
し
た
い
と
、
同
会
顧
問
の
西
川

治
さ
ん
（
坂
本
）
が
内
容
を
企
画
。

明
和
町
を
ア
ピ
ー
ル
し
て
「
斎
王
」

を
テ
ー
マ
に
考
え
た
と
の
こ
と
で

す
。

明
和
山
草
会
が

「
斎
王
を
偲
（
し
の
）
ぶ
雅
展
」
を
開
催

創
作
盆
栽
の
作
品
展
や
野
だ
て
な
ど

次
回
の
作
品
展
も
「
町
を
ア
ピ

ー
ル
し
た
テ
ー
マ
を
定
め
て
開
催

し
た
い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
会
場
入
り
口
で
は
、
福

祉
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
と
し
て
会
員
が

手
が
け
た
山
野
草
の
販
売
な
ど
も

行
わ
れ
、
収
益
は
社
会
福
祉
に
役

立
て
て
欲
し
い
と
町
に
寄
付
さ
れ

ま
し
た
。

旭
ヶ
丘
幼
稚
園
で
４
月
24
日
、

交
通
安
全
教
育
指
導
員
「
と
ま
と

ー
ず
」
の
交
通
安
全
教
室
が
開
か

れ
、
56
人
の
園
児
と
そ
の
保
護
者

の
皆
さ
ん
が
、
一
緒
に
楽
し
く
交

通
事
故
防
止
に
つ
い
て
学
び
ま
し

た
。「

と
ま
と
ー
ず
」
は
、
松
阪
多

気
地
区
交
通
安
全
対
策
会
議
が
導

入
を
図
り
、
公
募
で
集
ま
っ
た
８

人
の
女
性
に
指
導
員
を
委
嘱
。
昨

年
９
月
か
ら
活
動
を
始
め
、
交
通

安
全
教
室
で
は
、
歌
を
歌
っ
た
り
、

体
を
動
か
し
た
り
し
て
、
楽
し
く

交
通
事
故
防
止
を
学
べ
る
プ
ロ
グ

ラ
ム
を
実
践
し
て
い
ま
す
。

こ
の
日
は
、
２
人
の
と
ま
と
ー

ず
が
来
園
。
「
と
ま
と
の
『
と
』

は
、
止
ま
る
の
『
と
』
…
」
の
と

ま
と
ー
ず
の
歌
で
教
室
が
始
り
、

園
児
た
ち
も
一
緒
に
合
唱
。
最
後

は
「
交
差
点
で
は
、
止
ま
る
、
ま

つ
、
と
び
出
さ
な
い
」
と
元
気
よ

く
約
束
し
て
、
教
室
を
終
わ
り
ま

し
た
。

園
児
が
退
場
し
た
後
は
、
保
護

者
の
皆
さ
ん
を
対
象
に
、
子
ど
も

を
事
故
か
ら
守
る
点
を
説
明
。
親

と
一
緒
に
い
て
も
事
故
に
遭
っ
て

い
る
と
の
統
計
の
説
明
な
ど
に
、

保
護
者
の
皆
さ
ん
も
、
交
通
安
全

の
意
識
を
新
た
に
し
て
い
ま
し

た
。と

ま
と
ー
ず
は
順
次
、
町
内
の

幼
稚
園
、
保
育
所
な
ど
で
交
通
安

全
教
室
を
行
い
ま
す
。

「とまとーず」の交通安全教室
旭ヶ丘幼稚園で

創作盆栽作品展の様子

交通安全教育指導員の話を聞く園児たち



 

７ 北藤原共同倉庫 

ダイオキシン類 

地下水 

0.068pg-TEQ/
２ 大淀小学校 

３ 大堀川新田 

ダイオキシン類 

大気 

0.054pg-TEQ/

土壌 

1.5pg-TEQ/g

５ 斎宮小学校 

ダイオキシン類 

土壌 

5.9pg-TEQ/g

８ 志貴西光寺 

地下水 

有　害　物　質 

有　害　物　質 

基準値以下 

基準値以下 

１ みどり保育所 

大気 

ダイオキシン類 0.038pg-TEQ/

10 勝見乾事務所 

地下水 

有　害　物　質 基準値以下 

地下水 

有　害　物　質 基準値以下 

４ 御厨野 

地下水 

有　害　物　質 基準値以下 

９ 大淀南区公民館 

地下水 

有　害　物　質 基準値以下 

地下水 

0.069pg-TEQ/

地下水 

0.067pg-TEQ/

６ 新茶屋八柱神社 

地下水 

有　害　物　質 基準値以下 

 

 

安心して
暮らせる
町づくりの
ために

【ダイオキシン類の耐容１日摂取量】

人の体重１㌔当たり４ピコ㌘（pg-

TEQ／㎏／日）

ー 環境基準ー

大気：１立方㍍当たり0.6ピコ㌘（pg-

TEQ/m3）（年平均値）
土壌：１㌘当たり1,000ピコ㌘（pg-

TEQ/ｇ）以下

水質：１㍑当たり１ピコ㌘（pg-TEQ/ℓ）
以下（年平均値）

【pg】

ピコグラムと呼び、１兆分の１㌘の

こと

【TEQ】

毒性等量といい、ダイオキシン類の

それぞれの異性体の毒性を2、3、7、8-

テトラクロロジベンゾパラオキシンに

換算したもの

用語の解説

測定地点と測定結果

町
で
は
、
平
成
９
年
度
か
ら
行

っ
て
い
る
環
境
現
況
調
査
を
平
成

18
年
度
も
引
き
続
き
実
施
し
、
大

気
・
土
壌
・
地
下
水
の
ダ
イ
オ
キ

シ
ン
類
濃
度
な
ど
を
測
定
検
査
し

ま
し
た
。

こ
の
調
査
は
、
町
の
環
境
の
現

況
を
把
握
し
、
今
後
の
環
境
保
全

施
策
の
基
本
資
料
に
す
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
い
ま
す
。

測
定
期
間
は
、
昨
年
４
月
か
ら

今
年
の
３
月
。
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類

の
調
査
地
点
は
、
大
気
２
地
点
・

土
壌
２
地
点
、
地
下
水
に
つ
い
て

は
、
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
調
査
と
併

せ
て
９
地
点
で
環
境
基
準
項
目
の

測
定
を
行
い
ま
し
た
。

ー
調
査
の
結
果
ー

ダ
イ
オ
キ
シ
ン
の
平
均
濃
度

は
、
大
気
０
・
０
５
４
ピ
コ
グ
ラ

10地点で調査、状況変化見られず現状維持

ム
、
土
壌
３
・
７
ピ
コ
グ
ラ
ム
、

地
下
水
０
・
０
６
８
ピ
コ
グ
ラ
ム

と
、
い
ず
れ
も
「
環
境
基
準
」

（
右
用
語
の
解
説
参
照
）
を
下
回

る
値
で
し
た
。

河
川
水
に
つ
い
て
は
、
環
境
基

準
地
点
で
、
B
O
D
（
生
物
化
学

的
酸
素
要
求
量
＝
河
川
の
汚
濁
を

測
る
代
表
的
な
指
標
。
次
ペ
ー
ジ

参
照
）
な
ど
が
、
数
回
環
境
基
準

を
上
回
り
ま
し
た
が
、
カ
ド
ミ
ウ

ム
や
全
シ
ア
ン
な
ど
の
有
害
物
質

に
つ
い
て
は
、
環
境
基
準
を
下
回

っ
て
い
ま
し
た
。

以
上
の
こ
と
か
ら
、
平
成
18
年

度
の
明
和
町
で
の
環
境
の
現
況
に

つ
い
て
は
、
大
気
汚
染
・
水
質
汚

濁
・
土
壌
汚
染
に
よ
る
著
し
い
状

況
変
化
は
見
ら
れ
ず
、
現
状
を
維

持
し
て
い
る
も
の
と
考
え
ら
れ
ま

す
。

平成18年度

環境現況調査の実施結果環境現況調査の実施結果

4



注：●はダイオキシン類測定地点 
　　○は地下水にかかる環境基準項目測定地点 

大気 土壌 No 調査地点 

● １ みどり保育所 

調査地点ごとの測定項目 

２ 大淀小学校 

●○ 

８ 

９ 

北藤原共同倉庫 ● 

10

志貴西光寺 ○ 

 

大淀南区公民館 ○ 

勝見乾事務所 ○ 

 

 

● ３ 大堀川新田 

４ 御厨野 ○ 

５ 

６ 

斎宮小学校 

７ 

新茶屋八柱神社 ○ 

地下水 

   

● 

○ 

● 

 

● 

●平成18年度　品目別収集量調べ 

●品目別収集割合 

資
源
に 

な
ら
な
い
ご
み 

資
　
源
　
ご
　
み 

不燃物 85

粗大 238

乾電池 8

プラスチック類 110

可燃物 6,033

資源瓶 127

ペットボトル 28

紙類 1,269

布類 63

缶・鉄類 183

アルミ 26

総重量 8,173

収集品目 重量（㌧） 

資
源
に 

な
ら
な
い
ご
み 

資
　
源
　
ご
　
み 

不燃物 

粗大 

乾電池 

プラスチック類 

可燃物 

資源瓶 

ペットボトル 

紙類 

布類 

缶・鉄類 

収集品目 

1.04

2.91 

1.35

73.81

1.55

0.34

15.52

0.77

2.24

アルミ 0.32

割合（％） 

※上記総重量の中には、水分量2,214㌧を含んでいます。 

蛍光管 3

蛍光管 0.04

0.10

明和町での平成18年度のごみ処理総重量は上記

のとおりで、リサイクル率（注）は30.5㌫になり

ました。

この中には子ども会・老人会・ＰＴＡなどの各

種団体が集団回収などしていただいた紙・布・空

き缶なども含まれます。集団回収で集められた資

源ごみは、紙類が591㌧、布類が18㌧、アルミ缶

が７㌧となっています。

また、可燃ごみの中には、総重量の約３分の１

ほどの水分が含まれています。これらは各家庭で

生ごみなどの水切りを徹底することで、大幅に減

量することができます。皆さんのご協力をお願い

します。

（注）資源ごみ排出量÷（総排出量－可燃ごみ水分量）

ーわたしたちのまちのごみー

※ＰＨ（水素イオン濃度＝水の酸性、アルカリ性の程度を示し、７前後

が標準河川水）、ＢＯＤ（生物化学的酸素要求量＝水中の有機物が微生

物の働きによって分解されるときに消費される酸素量で、河川の汚濁

を測る代表的な指標）、ＳＳ（浮遊物質量＝水中に浮遊している微細な

固型物の量）、ＤＯ（溶存酸素＝水中に溶解している酸素量で、汚濁が

著しい河川では通常低い値を示し、魚類が生存できなくなる） 

三
河
川
の
水
質 

ＢＯＤ 

6.9

7.4

5.9

2.0

6.0

14.0

7.1

7.6

6.5

採水日（５月９日） 

祓　川（下御糸橋） 0.7

1.5

1.9

笹笛川（八木戸橋） 

大堀川（大堀川橋） 

河川名 
ＰＨ ＳＳ ＤＯ 

項　　　目 

参考：B類型（笹笛川） 
の環境基準値 

6.5以上 

8.5以下 
3.0以下 25.0以下 5.0以上 

30.5％が
リサイクルに

海上保安庁では、６月の１カ月間を海洋環境保全推

進月間と定め、「未来に残そう青い海」をスローガンに、

各種海洋環境保全思想普及活動を実施しています。

「青い海」は次世代を担う子どもたちへのかけがえの

ない財産です。

青い海を守るために、次のことを守りましょう。

■各家庭の台所から、天ぷら油や野菜くず、食べ残し

などを流さない。

■海に、ごみや空き缶な

どのポイ捨てをしな

い。

■釣りの時に出たごみ

は、各自で責任を持っ

て持ち帰る。

６月は海洋環境保全推進月間

5



6

地
方
分
権
を
積
極
的
に
進
め
る
た
め
、
国
か
ら
地
方
へ
の
税
源
移
譲
が
行
わ
れ
ま
す
。
そ

の
た
め
所
得
税
（
国
税
）
を
減
ら
し
、
住
民
税
（
地
方
税
）
を
増
や
す
こ
と
に
な
り
ま
す
。

そ
れ
ぞ
れ
の
税
率
を
変
え
る
だ
け
な
の
で
、
「
所
得
税
＋
住
民
税
」
の
負
担
は
基
本
的
に
変

わ
り
ま
せ
ん
。
た
だ
し
、
定
率
減
税
の
廃
止
な
ど
税
源
移
譲
以
外
に
も
改
正
が
あ
り
ま
す
の

で
、
こ
れ
ら
の
影
響
に
よ
り
、
多
く
の
方
が
実
際
の
負
担
額
は
増
え
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

平
成
19
年
度
か
ら

住
民
税
が
変
わ
り
ま
す

税源移譲に伴う税制改正税源移譲に伴う税制改正

■住民税の税率の変更
従来の３段階の「超過累進構造」から、一律10％の「比例税率構造」に。

この改正は、平成19年６月徴収分から適用されます。

■所得税の税率の変更
住民税の増額に伴う税負担が極力変わらないようにするため、所得税の累進構造を４段階

から６段階に細分化。

「平成19年分の所得税」とは、平成19年1月～12月の間に支払いを受ける給与や年金などから

源泉徴収される所得税、または平成20年2月～3月の確定申告により納付などをする所得税です。

■人的控除の差に基づく負担増の減額措置（調整控除）
住民税と所得税では、配偶者控除や扶養控除などの人的控除額に差があります。そのため、

税源移譲により納税者の税負担が変わらないように住民税の減額措置が講じられます。

○課税所得金額が200万円以下の場合

次に掲げる①と②のいずれか小さい額の５％

①人的控除額の差の合計額

②課税所得金額

○課税所得金額が200万円超の場合

｛人的控除額の差の合計－（課税所得金額－200万円）｝×５％

ただし、この額が2,500円未満の場合は2,500円となります。

■その他の税制改正
◎65歳以上の人に対する非課税措置の廃止に伴う特例措置

平成17年1月1日現在、65歳以上の人（昭和15年１月２日以前に生まれた人）で、前年の

合計所得金額が125万円以下の人に対する特例措置として、平成18年度は税額の3分の2が減

額されましたが、平成19年度は税額の3分の1が減額されます。この特例措置は平成20年度

に廃止されます。

◎定率減税の廃止

景気対策のための暫定的な税負担の軽減措置として導入された定率減税が、経済状況の改

善などを踏まえ、平成19年6月徴収分から廃止されます。なお、所得税の定率減税について

は、平成19年１月徴収分（自営業などの人は平成20年２月～３月の確定申告時）から廃止さ

れています。

平成18年度分まで 

200万円以下 

課税所得 町民税率 

3％ 

700万円以下 

700万円超 

8％－10万円 

10％－24万円 

県民税率 

2％ 

3％－7万円 

平成19年度分から 
課税所得 

一律 

町民税率 

6％ 

県民税率 

4％ 

平成19年分から 

5％ 195万円以下 

課税所得 税　　率 

330万円以下 10％－97,500円 

695万円以下 20％－427,500円 

900万円以下 23％－636,000円 

1,800万円以下 33％－1,536,000円 

1,800万円超 40％－2,796,000円 

平成18年分まで 
課税所得 税　　率 

1,800万円以下 

1,800万円超 

10％ 

900万円以下 

330万円以下 

20％－33万円 

30％－123万円 

37％－249万円 

住民税と所得税の人的控除額（主なものを抜粋）

住民税 控除額の差 

配偶者控除 33万円 

33万円 

33万円 

38万円 

38万円 

38万円 

５万円 

５万円 

５万円 

扶養控除 

特定扶養控除 

基礎控除 

所得税 

45万円 63万円 18万円 



平成18年度分

町民税所得割額：84万円×３％＝25,200円

県民税所得割額：84万円×２％＝16,800円

定率減税額：（25200円＋16,800円）×7.5％＝3,200円

町民税・県民税均等割額：4,000円

∴25,200円＋16,800円－3,200円＋4,000円＝42,800円

（平成18年分所得税：62,100円）

給与所得：600万円（給与収入）÷４＝150万円⇒150万円×3.2－54万円＝426万円

控除額合計：33万円（配偶者控除）＋66万円（扶養控除）＋50万円（社会保険料控除）＋33万円（基礎控除）＝182万円

∴426万円－182万円＝244万円（課税所得）

平成18年度分

町民税所得割額：244万円×８％－10万円＝95,200円

県民税所得割額：244万円×２％＝48,800円

定率減税額：（95,200円＋48,800円）×7.5％＝10,800円

町民税・県民税均等割額：4,000円

∴95,200円＋48,800円－10,800円＋4,000円＝137,200円

（平成18年分所得税：201,600円）

平成19年度分

町民税所得割額：84万円×6％＝50,400円

県民税所得割額：84万円×4％＝33,600円

定率減税額：廃止

調整控除額：7,500円

町民税・県民税均等割額：4,000円

∴50400円＋33,600円－7,500円＋4,000円＝80,500円

（平成19年分所得税：34,500円）

年金雑所得：300万円（年金収入）－120万円＝180万円

控除額合計：38万円（配偶者控除）＋25万円（社会保険料控除）＋33万円（基礎控除）＝96万円

∴180万円－96万円＝84万円（課税所得）

平成19年度分

町民税所得割額：244万円×6％＝146,400円

県民税所得割額：244万円×4％＝97,600円

定率減税額：廃止

調整控除額：2,500円

町民税・県民税均等割額：4,000円

∴146,400円＋97,600円－2,500円＋4,000円＝245,500円

（平成19年分所得税：126,500円）
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住民税の具体的な計算例住民税の具体的な計算例

 
広報めいわ　広報めいわ　2007年６月号年６月号 広報めいわ　2007年６月号 

住
宅
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
改
修
工
事
を
行
い
、
要
件
を
満
た
す

場
合
、
そ
の
住
宅
の
固
定
資
産
税
が
減
額
さ
れ
る
制
度
が
、
４

月
１
日
か
ら
定
め
ら
れ
ま
し
た
。

減
額
さ
れ
る
税
額
は
、
改
修
し
た
住
宅
の
床
面
積
が
、
最
高

で
１
０
０
平
方
メ
ー
ト
ル
ま
で
の
分
で
、
税
額
の
三
分
の
一
が

１
年
間
減
額
さ
れ
ま
す
。

制
度
の
対
象
と
な
る
家
屋
（
住
宅
）
の
要
件
は
、
次
の
と
お

り
で
す
。

①
平
成
19
年
１
月
１
日
以
前
か
ら
存
在
す
る
住
宅
（
賃
貸
住
宅

は
除
き
ま
す
）

②
申
告
時
に
、
次
の
い
ず
れ
か
の
人
が
居
住
し
て
い
る
こ
と

▽
65
歳
以
上
（
申
告
を
す
る
翌
年
の
１
月
１
日
現
在
の
年
齢
）

の
人
▽
要
介
護
認
定
ま
た
は
要
支
援
認
定
を
受
け
て
い
る
人

▽
障
害
（
精
神
・
身
体
障
害
な
ど
）
の
あ
る
人

③
高
齢
者
な
ど
の
居
住
の
安
全
性
、
介
助
の
容
易
性
の
向
上
の

た
め
、
次
の
い
ず
れ
か
の
改
修
工
事
が
行
わ
れ
た
も
の

▽
廊
下
な
ど
の
拡
幅
工
事
▽
階
段
の
勾
配
の
緩
和
工
事
▽
浴

室
の
改
良
工
事
▽
便
所
の
改
良
工
事
▽
手
す
り
の
取
り
付
け

工
事
▽
床
の
段
差
の
解
消
工
事
▽
出
入
り
口
の
戸
の
改
良
工

事
▽
床
表
面
の
滑
り
止
め
加
工
工
事

④
１
戸
あ
た
り
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
改
修
工
事
費
で
、
工
事
費
か

ら
補
助
金
な
ど
を
除
い
た
金
額
が
、
30
万
円
以
上
の
工
事

⑤
工
事
の
完
了
時
期
が
、
平
成
19
年
４
月
１
日
か
ら
平
成
22
年

３
月
31
日
ま
で
の
工
事

※
新
築
住
宅
に
対
す
る
減
額
や
、
住
宅
耐
震
改
修
に
伴
う
減
額

を
受
け
て
い
る
家
屋
に
つ
い
て
は
、
併
用
し
て
の
減
額
は
受
け

ら
れ
ま
せ
ん
。
申
告
方
法
な
ど
、
詳
し
く
は
税
務
課
課
税
第
二

係
（
TEL
52-

７
１
１
３
）
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
住
宅
バ
リ
ア
フ
リ
ー
改
修

固
定
資
産
税
が
減
額
さ
れ
ま
す

税源移譲と税制改正により、以下のように変わります。

モデル①　給与収入600万円、妻と子ども２人を扶養、社会保険料50万円の場合

モデル②　75歳で年金収入300万円、妻75歳を扶養、社会保険料25万円の場合
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人権課 TEL52-7116・FAX52-7133
町人権センター TEL・FAX55-3052

学校教育課TEL52-7123・FAX52-7133
生涯学習課TEL52-7124・FAX52-7133

今月のひとまちふれあい企画

【楽しい手作り教室】

「
ま
な
び
す
て
〜
し
ょ
ん
」
と

は
、
町
教
育
委
員
会
が
実
施
す
る

講
演
会
や
講
座
な
ど
、
行
事
の
総

称
で
す
。

ま
な
び
す
て
〜
し
ょ
ん
で
は
、

「
命
・
愛
」
を
テ
ー
マ
に
し
た
俳

句
や
短
歌
な
ど
の
作
品
を
、
次
の

と
お
り
募
集
し
ま
す
。

■
募
集
分
野

短
歌
、
俳
句
、
一

行
詩
、
イ
ラ
ス
ト
（
各
作
品
は

未
発
表
の
も
の
に
限
り
ま
す
）

■
募
集
期
間

６
月
１
日
（金）
〜

７
月
31
日
（火）

■
応
募
方
法

町
教
育
委
員
会
学

校
教
育
課
・
町
中
央
公
民
館
に

備
え
付
け
の
応
募
用
紙
、
ま
た

は
任
意
の
用
紙
に
、
作
品
と
住

所
・
氏
名
（
希
望
の
人
は
作
品

紹
介
時
の
ニ
ッ
ク
ネ
ー
ム
を
追

記
）
・
年
齢
・
募
集
分
野
を
記

入
。
イ
ラ
ス
ト
は
、
は
が
き
サ

イ
ズ
（
縦
15
㌢
・
横
10
㌢
）
と

し
ま
す

■
応
募
先

応
募
用
紙
備
え
付
け

の
各
窓
口
に
直
接
提
出
、
ま
た

●伊勢型紙教室

伊勢型紙で、夏の色紙を作ります。

■とき ６月25日（月） 午後１時30分～４時

■ところ 町人権センター

■講師 山中師之さん（北藤原）

■定員 15人（定員になり次第締め切り）

■参加費 300円

■受講資格 町内に在住の人

■持ち物 新聞紙４～５枚

●陶芸教室
色の異なる粘土を練り合わせる「練り上げ技法」で、

お皿を作ります。

■とき ７月７日（土） 午前９時30分～正午

■ところ 町人権センター

■講師 印藤友一さん、印藤幸恵さん（大台町　幸翔窯）

■定員 30人（定員になり次第締め切り）

■参加費 3,000円

■受講資格 町内に在住の人

■持ち物 エプロン・タオルなど

※各教室とも、参加申し込みは６月18日（月）～22日（金）
の午前９時～午後５時に、町人権センター（TEL55-3052）
へ。詳しくは、同センターへお問い合わせください。

は
郵
送（
〒
５
１
５
―
０
３
３
２

明
和
町
大
字
馬
之
上
９
４
５

明
和
町
教
育
委
員
会
学
校
教
育

課
　
ま
な
び
す
て
〜
し
ょ
ん

係
）、
フ
ァ
ッ
ク
ス
（
52-

７
１

３
３
）、
E
メ
ー
ル
（g

ak
k
ou
@

tow
n
.m
ie-m

e
iw
a
.lg
.jp

）

で
応
募

※
複
数
作
品
の
応
募
も
可
能
で

す
。
な
お
、
応
募
作
品
の
返
却
は

し
ま
せ
ん
。
ま
た
、
作
品
は
審
査

の
う
え
表
彰
し
、
町
中
央
公
民
館

で
応
募
作
品
の
展
示
を
行
い
ま

す
。
詳
し
く
は
、
学
校
教
育
課

（
TEL
52-

７
１
２
３
）
へ
。

中
学
生
の
人
で
も
、
一
人
で
浴

衣
を
着
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま

す
。短

時
間
で
、
簡
単
に
着
る
こ
と

の
で
き
る
方
法
で
教
え
て
い
た
だ

き
ま
す
。

■
と
き

６
月
23
日
（土）

午
前

10
時
〜
11
時
30
分

■
と
こ
ろ

町
人
権
セ
ン
タ
ー

■
定
員

10
人
（
定
員
に
な
り
次

第
締
め
切
り
）

■
参
加
費

無
料

■
持
ち
物

浴
衣
、
肌
着
、
腰
ひ

も
２
本
、
前
板
、
半
幅
帯

■
受
講
資
格

町
内
に
在
住
ま
た

は
在
勤
の
人

■
申
込
方
法

６
月
18
日
（月）
〜

22
日
（金）
の
午
前
９
時
〜
午
後

５
時
に
、
町
人
権
セ
ン
タ
ー
へ

※
詳
し
く
は
、
町
人
権
セ
ン
タ
ー

（
TEL
55-

３
０
５
２
）
へ
。

人
権
擁
護
委
員
は
、
法
務
大
臣

が
委
嘱
し
た
民
間
の
皆
さ
ん
で

す
。明

和
町
で
は
、
５
人
の
人
権
擁

護
委
員
が
、
人
権
に
関
す
る
相
談

を
受
け
る
た
め
に
、
年
に
４
回

（
６
・
９
・
12
・
２
月
）
の
特
設

人
権
相
談
所
の
開
設
や
、
街
頭
に

お
け
る
啓
発
な
ど
の
活
動
を
行
っ

て
い
ま
す
。

町
の
人
権
擁
護
委
員
は
、
次
の

皆
さ
ん
で
す
。

▽
日
野
朝
男
さ
ん

▽
西
岡
道
代
さ
ん

▽
瀧
　
貴
代
香
さ
ん

▽
渡
邉
幸
宏
さ
ん

▽
田
中
紀
正
さ
ん

※
詳
し
く
は
、
人
権
課
（
TEL
52-

７
１
１
６
）
へ
。

浴
衣
を

着
て
み
ま
せ
ん
か

人
権
擁
護
委
員
を

ご
存
知
で
す
か

ま
な
び
す
て
〜
し
ょ
ん

短
歌
や
俳
句
な
ど
の

作
品
を
募
集
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シリーズ『自分の身は自分で守ろう！』

みんなでやろう　地震対策
～大切な人を守るために～

 
広報めいわ　広報めいわ　2007年６月号年６月号 広報めいわ　2007年６月号 

木
造
住
宅
の
耐
震
化
を
す
る
た

め
に
は
、
ま
ず
「
耐
震
診
断
」
を

行
い
ま
す
。

耐
震
診
断
の
結
果
（
総
合
評
点
）

が
1.0
未
満
の
場
合
、
そ
の
弱
点
を

解
消
す
る
た
め
に
「
補
強
計
画

（
補
助
有
り
）」
を
立
て
、
計
画
に

基
づ
き「
補
強
工
事（
補
助
有
り
）」

を
行
い
ま
す
。

昭
和
56
年
５
月
31
日
以
前
に
建

築
さ
れ
た
木
造
住
宅
に
つ
い
て
、

無
料
で
耐
震
診
断
が
で
き
ま
す
。

町
が
実
施
す
る
耐
震
診
断
を
受

け
た
結
果
、
総
合
評
点
が
1.0
未
満

と
診
断
さ
れ
た
木
造
住
宅
に
つ
い

て
、
補
強
計
画
に
か
か
る
費
用
の

二
分
の
一
、
ま
た
は
10
万
円
と
比

較
し
て
、
い
ず
れ
か
少
な
い
額
を

補
助
し
ま
す
。

①
木
造
住
宅
耐
震
補
強
補
助

町
が
実
施
す
る
耐
震
診
断
を
受

け
た
結
果
、
総
合
評
点
が
0.7
未
満

と
診
断
さ
れ
た
木
造
住
宅
に
つ
い

て
、
世
帯
構
成
員
が
60
歳
以
上
、

住
宅
耐
震
化
の
第
一
歩
が

耐
震
診
断

診
断
結
果
が
分
か
れ
ば

補
強
計
画

補
強
計
画
に
基
づ
き

補
強
工
事 木

造
住
宅
耐
震
化
の
お
知
ら
せ

ま
た
は
世
帯
所
得
額
が
月
額
39
万

円
以
下
の
い
ず
れ
か
の
条
件
を
満

た
し
、
補
強
計
画
に
基
づ
く
補
強

工
事
を
行
っ
た
場
合
、
工
事
に
か

か
る
費
用
の
三
分
の
二
、
ま
た
は

60
万
円
と
比
較
し
て
、
い
ず
れ
か

少
な
い
額
を
補
助
し
ま
す
。

②
木
造
住
宅
耐
震
部
分
補
強
補
助

町
が
実
施
す
る
耐
震
診
断
を
受

け
た
結
果
、
総
合
評
点
が
1.0
未
満

と
診
断
さ
れ
た
木
造
住
宅
に
つ
い

て
、
補
強
計
画
に
基
づ
く
部
分
的

な
工
事
（
居
間
や
寝
室
だ
け
の
部

分
的
な
補
強
な
ど
）
を
行
っ
た
場

合
、
工
事
に
か
か
る
費
用
の
三
分

の
一
、
ま
た
は
20
万
円
と
比
較
し

て
、
い
ず
れ
か
少
な
い
額
を
補
助

し
ま
す
。

※
詳
し
く
は
、
企
画
課
（
TEL
52-

７
１
１
２
）
へ
。

４月15日（日）に三重県中部で発生した地震は、最大震度５強、明和町でも
約３年ぶりとなる最大震度３を記録しました。

幸いにも明和町で被害はありませんでしたが、近年発生するという「東海・

東南海・南海」地震は、明和町での最大震度が６強ともいわれ、相当な被害が

出るものと予想されます。

その被害を最小限に抑えるためには、皆さん一人ひとりが「慌てずに」「適切

な」行動をとる事がとても大切です。

そのために、日ごろから地震に備えて、いざというときに落ち着いて行動で

きるよう、対策をしておきましょう。

■地震に備えて（７つのチェックポイント）

①家具の転倒防止対策はできていますか？（できれば家・塀の補強も）

②ガラスの破壊・とびちり対策はできていますか？

③避難通路は確保できていますか？

④火災への対策はできていますか？

⑤夜間や就寝時に発生したときの対策はできていますか？

⑥断水への対策はできていますか？

⑦家族の安否確認対策はできていますか？

■地震･･･そのときに（９つのポイント）

①その瞬間は、まず自分自身で命を守る。

②素早く火の始末をする。

③窓や戸を開け出口を確保する。

④慌てて外に飛び出さない。

⑤ガラスの破片に注意する。

⑥家族や近所の安否を確かめる。

⑦協力し合って救出・救護する。

⑧避難の前に電気のブレーカーを切り、ガスの元栓を閉める。

⑨門や塀には近寄らない。

■津波から身を守る

海岸付近で地震を感じたときは、たとえ揺れが弱くても、とにかく直ちに避

難しましょう。
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児児
童童
手手
当当
のの
手手
続続
きき
はは

福福
祉祉
課課
へへ
！！

年
）
の
所
得
が
、
そ
の
年
の
税
法

上
の
扶
養
人
数
に
応
じ
て
定
め
ら

れ
た
額
（
所
得
制
限
限
度
額
）
を

超
え
る
場
合
は
、
支
給
さ
れ
ま
せ

ん
（
次
ペ
ー
ジ
の
表
を
参
照
く
だ

さ
い
）。

現
在
、
児
童
手
当
を
受
給
し
て

お
ら
ず
、
小
学
校
修
了
前
ま
で
の

児
童
（
平
成
７
年
４
月
２
日
以
降

に
生
ま
れ
た
児
童
）
を
養
育
し
、

所
得
制
限
限
度
額
を
超
え
て
い
な

い
人
は
、
認
定
請
求
申
請
を
し
て

く
だ
さ
い
（
公
務
員
は
職
場
で
申

請
）。手当

の
支
給
は
、
申
請
を
し
た

月
の
翌
月
分
か
ら
に
な
り
ま
す
。

以
前
に
認
定
申
請
が
所
得
制
限

に
よ
り
も
ら
え
な
か
っ
た
人
も
、

そ
の
年
の
扶
養
人
数
や
所
得
の
状

況
で
審
査
を
す
る
た
め
、
児
童
手

当
を
受
給
で
き
る
可
能
性
が
あ
り

ま
す
の
で
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
国
民
年
金
に
加
入
し
て
い

て
、
所
得
制
限
限
度
額
を
超
え
て

い
た
た
め
却
下
に
な
っ
た
人
が
厚

生
年
金
な
ど
に
加
入
し
た
場
合

も
、
受
給
で
き
る
可
能
性
が
あ
り

ま
す
。

公
務
員
は
、
所
属
庁
の
長
に
請

求
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
っ
て

い
ま
す
。

児
童
手
当
を
受
給
し
て
い
る
人

は
、
児
童
手
当
現
況
届
に
よ
り
、

毎
年
６
月
１
日
現
在
の
状
況
を
届

け
出
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
（
今

年
５
月
に
認
定
請
求
書
を
提
出
し

た
人
を
除
く
）。

こ
の
届
け
は
、
児
童
手
当
を
引

き
続
き
受
け
る
要
件
が
あ
る
か
ど

う
か
（
所
得
額
が
先
述
の
所
得
制

限
限
度
額
を
超
え
て
い
な
い
か
な

ど
）
を
確
認
す
る
た
め
の
も
の
で

す
。
こ
の
届
け
を
提
出
し
な
い
と
、

６
月
以
降
の
児
童
手
当
が
支
給
さ

れ
な
く
な
り
ま
す
の
で
、
注
意
し

て
く
だ
さ
い
。

児
童
手
当
を
受
給
し
て
い
る
人

は
、
６
月
29
日
（金）
ま
で
に
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
児
童
手
当

を
受
給
し
て
い
る
人
に
は
、
６
月

上
旬
に
福
祉
課
か
ら
現
況
届
を
送

付
し
ま
す
。
添
付
書
類
が
必
要
に

な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
該

当
す
る
と
思
わ
れ
る
人
は
早
目
に

準
備
し
て
く
だ
さ
い
。

児
童
手
当
認
定
請
求
書
や
児
童

手
当
現
況
届
に
必
要
な
添
付
書
類

は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

①
健
康
保
険
被
保
険
者
証
の
コ
ピ

ー
な
ど

国
民
年
金
に
加
入
し
て
い
る
人

は
提
出
不
要
で
す
が
、
会
社
員
や

団
体
職
員
な
ど
、
厚
生
年
金
な
ど

に
加
入
し
て
い
る
人
は
、
提
出
が

必
要
で
す
。

※
コ
ピ
ー
を
提
出
す
る
場
合
は
、

余
白
に
勤
務
先
名
を
記
入
し
て
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

②
児
童
手
当
用
所
得
証
明

平
成
19
年
１
月
１
日
に
、
ほ
か

の
市
町
村
に
住
所
を
置
い
て
い
た

人
は
、
前
住
所
地
の
市
町
村
発
行

の
「
児
童
手
当
用
の
所
得
証
明
」

の
提
出
が
必
要
で
す
。

③
別
居
監
護
申
立
書
・
児
童
の
属

す
る
世
帯
全
員
の
住
民
票

支
給
対
象
児
童
の
住
所
が
他
市

町
村
に
あ
る
場
合
は
「
別
居
監
護

申
立
書
」
の
提
出
が
必
要
で
す
。

そ
の
際
、
支
給
要
件
児
童
が
属
す

る
「
世
帯
全
員
の
住
民
票
」
も
必

要
で
す
。
該
当
す
る
人
は
、
認
定

請
求
書
や
現
況
届
を
提
出
す
る
際

に
、
申
立
書
を
書
い
て
い
た
だ
き

ま
す
の
で
「
世
帯
全
員
の
住
民
票
」

と
印
鑑
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

※
詳
し
く
は
、
福
祉
課
（
TEL
52-

７
１
１
５
・
フ
ァ
ッ
ク
ス
52-

７

１
３
７
）
へ
。

児
童
手
当
と
は
、
小
学
校
修
了

前
ま
で
の
児
童
（
支
給
対
象
児
童

と
い
う
）
を
養
育
し
て
い
る
人
に

手
当
を
支
給
し
、
家
庭
生
活
の
安

定
と
、
次
世
代
の
社
会
を
担
う
児

童
の
健
全
な
育
成
を
図
る
こ
と
を

目
的
と
し
た
制
度
で
す
。

支
給
要
件
児
童
が
３
歳
未
満
の

場
合
、
一
律
で
月
額
１
万
円
が
支

給
さ
れ
ま
す
。
３
歳
以
上
の
場
合
、

第
１
子
・
第
２
子
は
月
額
５
千
円

が
、
第
３
子
以
降
は
月
額
１
万
円

が
、
そ
れ
ぞ
れ
支
給
さ
れ
ま
す

（
第
１
子
な
ど
の
数
え
方
は
、
18

歳
到
達
後
の
最
初
の
年
度
末
ま
で

に
あ
る
養
育
児
童
の
う
ち
、
何
人

目
に
あ
た
る
か
を
い
い
ま
す
）。

た
だ
し
、
児
童
手
当
認
定
申
請

書
を
提
出
し
な
い
と
支
給
さ
れ
ま

せ
ん
。
ま
た
、
前
年
（
１
月
か
ら

５
月
ま
で
の
月
分
の
手
当
は
前
々

公
務
員
の
場
合

児
童
手
当
現
況
届
の

提
出

必
要
な
添
付
書
類

お問い合わせ先

福祉課TEL52-７１１５
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広報めいわ　広報めいわ　2007年６月号年６月号 広報めいわ　2007年６月号 

扶養親族などの数 
国民年金に加入 
されている人など 

厚生年金などに 
加入されている人 

460万円 

498万円 

536万円 

574万円 

612万円 

650万円 

532万円 

570万円 

608万円 

646万円 

684万円 

722万円 

０ 

１ 

２ 

３ 

４ 

５ 

児童手当　平成19年度所得制限限度額 

☆所得税法に規定する老人控除対象配偶者、または

老人扶養親族がある者についての限度額（所得額

ベース）は、上記の額に当該老人控除対象配偶者

または老人扶養親族１人につき６万円を加算した

額。

☆扶養親族などの数が６人以上の場合の限度額（所

得額ベース）は、１人につき38万円（扶養親族な

どが、老人控除対象配偶者または老人扶養親族な

どであるときは44万円）を加算した額。

☆所得額とは、前年（１月から５月までの月分の手

当については前々年）の総所得（地方税法に規定

する総所得・退職所得・山林所得・譲渡所得など）

から、以下の額を差し引き、さらに８万円を差し

引いた額をいう。

①地方税法に規定する雑損控除・医療費控除・

小規模企業共済等掛金控除を受けた場合は、そ

れに相当する額。

②障害者控除・寡婦（寡夫）控除・勤労学生控

除を受けた場合は、それぞれ、障害者控除１人

につき27万円（特別障害者である場合は40万

円）、寡婦（寡夫）控除27万円（特定の寡婦で

ある場合は35万円）、勤労学生控除27万円。

※扶養親族などの数は、税法上の控除対象配偶者お

よび扶養親族の数をいいます。

教
育
委
員
会
で
は
、
今
年
度
も

町
内
幼
稚
園
、
小
・
中
学
校
の
教

育
活
動
に
地
域
の
教
育
力
を
い
か

す
た
め
、
保
護
者
や
地
域
の
人
に

学
校
支
援
（
お
手
伝
い
）
を
し
て

い
た
だ
け
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
登
録

会
員
を
、
次
の
と
お
り
募
集
し
て

い
ま
す
。

■
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
種
類
（
例
）

▽
環
境
整
備
支
援
＝
①
学
校
図

書
の
整
理
、
教
材
・
教
具
の
作

成
な
ど
②
校
舎
の
補
修
、
草
刈

り
、
植
木
の
剪
定
（
せ
ん
て
い
）

な
ど

▽
教
育
活
動
支
援
＝
③
教
科
指

導
の
補
助
な
ど
④
行
事
や
ク
ラ

ブ
活
動
の
指
導
な
ど

■
活
動
期
間

原
則
と
し
て
１
年

間
（
毎
年
度
募
集
）
１
回
２
時

間
程
度

■
応
募
資
格

町
内
ま
た
は
近
隣

市
町
在
住
者

■
募
集
期
間

随
時
募
集
中

■
応
募
方
法

町
内
幼
稚
園
、

小
・
中
学
校
、
教
育
委
員
会
窓

口
へ
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い

（
電
話
・
フ
ァ
ッ
ク
ス
も
可
）
。

ま
た
教
育
委
員
会
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
E
メ
ー
ル
で
申
込
み
可

（U
R
L
=h
ttp://w

w
w
.tow

n
.

m
eiw
a.m
ie.jp/ed

u
/in
d
ex
.

h
tm
l

）

■
そ
の
ほ
か

申
込
み
い
た
だ
い

た
人
は
「
学
校
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

リ
ス
ト
」
に
登
録
さ
れ
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
保
険
に
加
入

※
詳
し
く
は
、
教
育
委
員
会
学
校

教
育
課
（
TEL
52-

７
１
２
３
・
フ

ァ
ッ
ク
ス
52-

７
１
３
３
）
へ
。

町
で
は
、
要
援
護
高
齢
者
の
使

用
す
る
寝
具
類
な
ど
の
洗
濯
・
乾

燥
消
毒
サ
ー
ビ
ス
を
実
施
し
て
い

ま
す
。
ど
う
ぞ
、
ご
利
用
く
だ
さ

い
。

■
と
き

７
月
中
旬

■
申
し
込
み
締
切
日

６
月
末
日

■
対
象
者

町
内
に
住
所
を
有
す

る
概
ね
65
歳
以
上
の
単
身
世

帯
、
ま
た
は
高
齢
者
の
み
の
世

帯
に
属
す
る
人
で
、
疾
病
な
ど

の
理
由
に
よ
り
寝
具
類
の
衛
生

管
理
が
困
難
な
人

■
対
象
寝
具

掛
布
団
・
敷
布

団
・
毛
布
の
３
点
セ
ッ
ト

■
利
用
料
金

１
セ
ッ
ト
に
つ

き
、
サ
ー
ビ
ス
提
供
に
伴
う
費

用
額
の
１
割
（
６
３
０
円
程
度
）

※
詳
し
く
は
、
福
祉
課
高
齢
者
福

祉
係
（
TEL
52-

７
１
２
７
）
へ
。

ご
利
用
く
だ
さ
い

寝
具
類
な
ど
の

洗
濯
・
乾
燥
消
毒
サ
ー
ビ
ス

学
校
図
書
の
整
理
や
草
刈
り
な
ど

幼
稚
園
、
小
・
中
学
校
の

支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集
中
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町 民 バ 
ス に 乗 っ て み ま せ ん 

か ！ 

献血のお知らせ

■とき ６月６日（水） 午後

２時30分～４時

■ところ 役場

■内容 400mlの献血

明
和
町
家
庭
教
育
推
進
協
議
会

で
は
、
次
の
と
お
り
「
子
育
て
サ

ポ
ー
ト
リ
ー
ダ
ー
養
成
講
座
」
を

開
催
し
ま
す
。

昨
年
に
引
き
続
き
明
和
町
フ
ァ

ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー

の
援
助
会
員
育
成
の
た
め
の
講
座

と
共
同
で
行
い
ま
す
。
全
８
回
受

講
さ
れ
た
人
は
、
同
セ
ン
タ
ー
の

援
助
会
員
に
登
録
で
き
ま
す
。
少

し
空
い
た
時
間
で
、
子
育
て
支
援

活
動
を
し
て
み
た
い
と
思
う
人
、

子
育
て
に
つ
い
て
学
び
た
い
人
な

ど
、
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

皆
さ
ん
の
参
加
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。

第
１
回

「
地
域
の
子
育
て
支
援
に
つ
い
て
」

〜
相
互
援
助
活
動
と
は
〜

■
と
き

６
月
21
日
（木）

午
前
９

時
30
分
〜
11
時
30
分（
受
け
付

け
・
開
講
式
・
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ

ョ
ン
＝
午
前
９
時
30
分
〜
10
時
）

■
と
こ
ろ

中
央
公
民
館
２
階
視

聴
覚
室

■
講
師

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
三
重
み
な

み
子
ど
も
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
　
秋

山
則
子
さ
ん

第
２
回

「
子
ど
も
の
食
事
と
健
康
」
〜
子

ど
も
の
体
か
ら
Ｓ
Ｏ
Ｓ
が
…
〜

■
と
き

６
月
27
日
（水）

午
前

10
時
〜
正
午

■
と
こ
ろ

中
央
公
民
館
２
階
視

聴
覚
室

■
講
師

三
重
中
京
大
学
短
期
大

学
部
　
食
物
栄
養
学
科
　
准
教

授
　
馬
場
啓
子
さ
ん

第
３
回

「
家
庭
に
お
け
る
小
児
疾
患
・
け

が
の
対
応
（
応
急
手
当
）」

■
と
き

６
月
29
日
（金）

午
前

９
時
〜
正
午

■
と
こ
ろ

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

２
階
和
室

■
講
師

日
本
赤
十
字
社
三
重
県

支
部
　
看
護
師
　
富
内
直
美
さ

ん
第
４
回

「
親
か
ら
子
へ
伝
え
る
日
本
の
遊

び
」

■
と
き

７
月
３
日
（火）

午
前

10
時
〜
11
時
30
分

■
と
こ
ろ

中
央
公
民
館
２
階
視

聴
覚
室

■
講
師

三
重
中
京
大
学
短
期
大

学
部
　
子
ど
も
学
科
　
教
授

島

良
さ
ん

第
５
回

「
子
ど
も
の
心
と
体
の
健
康
」

■
と
き

７
月
８
日
（日）

午
前

10
時
〜
正
午

■
と
こ
ろ

中
央
公
民
館
２
階
視

聴
覚
室

■
講
師

小
児
科
医
　
う
め
も
と

こ
ど
も
ク
リ
ニ
ッ
ク
　
梅
本
正

和
さ
ん

第
６
回

「
子
育
て
・
親
育
ち
」
〜
次
世
代

に
伝
え
ら
れ
る
こ
と
〜

■
と
き

７
月
10
日
（火）

午
前

10
時
〜
正
午

■
と
こ
ろ

中
央
公
民
館
２
階
中

会
議
室

■
講
師

N
P
O
法
人
み
え
親

子
・
人
間
関
係
研
究
会
代
表

河
合
卓
子
さ
ん

第
７
回

「
子
育
て
中
の
方
た
ち
へ
」
〜
心

の
ケ
ア
の
た
め
に
〜

■
と
き

７
月
17
日
（火）

午
前

10
時
〜
正
午

■
と
こ
ろ

中
央
公
民
館
２
階
中

会
議
室

■
講
師

第
６
回
講
座
と
同
じ

第
８
回

「
身
近
な
と
こ
ろ
の
子
育
て
支
援
」

〜
地
域
で
育
む
子
ど
も
の
成
長
〜

（
実
践
報
告
・
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
）

■
と
き

７
月
19
日
（木）

午
前

10
時
〜
正
午
（
閉
講
式
＝
午
前

11
時
30
分
〜
正
午
）

■
と
こ
ろ

中
央
公
民
館
２
階
中

会
議
室

■
報
告
者

フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ

ー
ト
・
セ
ン
タ
ー
援
助
会
員

【
共
通
事
項
】

■
参
加
費

無
料

■
申
し
込
み

６
月
15
日
（金）
ま
で

に
、
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課

（
TEL
52-

７
１
２
４
・
フ
ァ
ッ
ク

ス
52-

７
１
３
３
・
E
メ
ー

ル
＝sy

o
u
g
a
i@
to
w
n
.m
ie-

m
eiw
a.lg
.jp

）
へ

■
そ
の
ほ
か

全
８
回
参
加
の
ほ

か
、
個
別
参
加
も
可
能
。
５
回

以
上
参
加
し
た
人
に
は
、
修
了

証
書
を
授
与

※
希
望
さ
れ
る
人
に
は
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
に
よ
る
託
児
（
１
回
１
人

３
０
０
円
）
を
行
い
ま
す
。
詳
し

く
は
、
申
し
込
み
先
へ
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

子
育
て
サ
ポ
ー
ト
リ
ー
ダ
ー

養
成
講
座
を
開
催

人）

●内容 ベビーマッサージや赤ち

ゃんの遊ばせ方、楽しむ育児に

ついてなど

●講師 チャイルドボディワーク

セラピスト　中村幸美さん（助

産師）

●ところ 保健福祉センター

●受付時間 午前９時50分まで

（11時30分終了予定）

●持ち物 母子健康手帳・バスタ

オル１枚（必要な人はお茶・果

汁･ミルクなど）

●申し込み 定員15人になり次第

締め切り。前日までに保健福祉

センターへ
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広報めいわ　広報めいわ　2007年６月号年６月号 広報めいわ　2007年６月号 

ＭＣ（明和チャイルド）くらぶ

●とき・対象児 ６月14日（木）＝
平成16年11月生まれ、７月12日

（木）＝平成16年12月生まれ
●ところ 保健福祉センター

●受付時間 午前９時30分までに

●持ち物 母子健康手帳・発達調

査票

１歳６カ月児の健康診査

●とき・対象児 ６月８日（金）＝
平成17年11月生まれ、７月６日

（金）＝平成17年12月生まれ
●ところ 保健福祉センター

●受付時間 午後１時10分～１時

30分

●持ち物 母子健康手帳・健康診

査票

３歳児の健康診査

●とき・対象児 ６月15日（金）＝
平成15年11月生まれ、７月13

日（金）＝平成15年12月生まれ
●ところ 保健福祉センター

●受付時間 午後１時10分～１時

30分

●持ち物 母子健康手帳・健康診

査票

育児相談

●とき・対象者 ６月22日（金）＝
乳幼児で月齢は不問

●ところ 保健福祉センター

●受付時間 午前９時30分～10時

30分、午後１時30分～２時30分

●持ち物 母子健康手帳

●申し込み 相談する人の名前

（子どもの場合は生年月日）・電

話番号を、前日までに保健福祉

センターへ

すこやか赤ちゃん教室

●とき・対象者 ７月11日（水）＝
平成19年２月～５月生まれの人

（今まで参加されたことのない

各種検診など
お問い合わせ・詳しくは、

保健福祉センター（TEL52-7127）へ

４月16日 
～５月15日 

今年１月 
からの累計 

昨年同時期 
との比較 

交通事故総件数 

人身事故件数 

軽症者数 

死 者 数 

物損事故件数 

54件 

16件 

20人 

0人 

38件 

270件 

63件 

97人 

0人 

207件 

＋25件 

＋10件 

＋33人 

重傷者数 1人 3人 ±0人 

－1人 

＋15件 

■町内の交通事故発生状況（平成19年５月15日現在） 

～ 自転車も　ハンドル握れば　ドライバー ～ 

各各
種種
がが
んん
検検
診診
・・
若若
人人
検検
診診

６
月
11
日
（月）
か
ら
予
約
開
始

■
と
き

７
月
１
日
（日）

■
と
こ
ろ

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

■
内
容
・
時
間

▽
胃
が
ん
検

診
＝
午
前
８
時
〜
10
時
▽
乳
が

ん
検
診
＝
午
前
９
時
30
分
〜
11

時
（
エ
コ
ー
検
査
）
・
午
後
１

時
〜
２
時
30
分
（
マ
ン
モ
グ
ラ

フ
ィ
ー
検
査
）
▽
子
宮
が
ん
検

診
＝
午
後
１
時
〜
２
時

■
検
診
料
金
・
定
員

▽
胃
が
ん

検
診
＝
１
０
０
０
円
・
50
人
▽

乳
が
ん
検
診
＝
各
７
０
０
円
・

各
40
人
、
▽
子
宮
が
ん
検
診
＝

７
０
０
円
・
50
人

※
胃
が
ん
検
診
は
30
歳
以
上
の
人

が
対
象
で
す
。
前
日
午
後
９
時
以

降
の
飲
食
は
し
な
い
で
く
だ
さ

い
。
胃
の
手
術
を
さ
れ
た
人
は
受

け
ら
れ
ま
せ
ん
。

※
乳
が
ん
検
診
の
エ
コ
ー
検
査
は

50
歳
未
満
、
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
ー

検
査
は
50
歳
以
上
の
人
が
対
象
で

す
。
乳
が
ん
検
診
を
受
け
ら
れ
る

人
は
、
バ
ス
タ
オ
ル
を
お
持
ち
く

だ
さ
い
。
授
乳
中
の
人
は
受
け
ら

れ
ま
せ
ん
。
な
お
、
本
年
度
か
ら

マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
ー
検
査
は
２
年

に
１
度
の
受
診
と
な
り
ま
し
た
。

そ
の
た
め
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
ー
検

査
の
予
約
は
、
昭
和
の
奇
数
年
生

ま
れ
の
人
の
み
受
け
付
け
ま
す
。

※
子
宮
が
ん
検
診
は
20
歳
以
上
の

人
が
対
象
で
す
。

■
と
き

７
月
６
日
（金）

午
前

９
時
〜
11
時

■
と
こ
ろ

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

■
定
員

50
人

■
負
担
金

７
０
０
円

■
対
象
者

20
〜
39
歳
ま
で
の
男

女
■
検
診
内
容

身
長
体
重
測
定
、

血
圧
検
査
、
血
液
検
査
（
貧

血
・
脂
質
・
肝
機
能
な
ど
）
、

心
電
図
、
骨
密
度
検
査
（
超
音

波
の
検
査
）

※
各
種
が
ん
検
診
・
若
人
検
診
の

受
診
予
約
申
し
込
み
は
、
い
ず
れ

も
６
月
11
日
（月）
か
ら
開
始
し
、

定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま

す
。
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
は
、

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
TEL
52-

７

１
２
７
）
へ
。

各
種
が
ん
検
診

若
人
検
診
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町 民 バ 
ス に 乗 っ て み ま せ ん 

か ！ 

セカンドライフ応援します！料理

の楽しみを味わって、より豊かな人

生を送りましょう！

男女（みんな）の連絡会が「誰か

まかせになっていませんか？あなた

の命！食事は、元気の源！」をテー

マに団塊世代対象「男性の料理教室」

を開催します。皆さんでおいしい食

事をしながら、楽しくおしゃべりを

しませんか。

■とき ６月27日（水） 午前10

時～午後２時（受け付け＝午前９

時30分から）

■ところ 中央公民館調理室

■定員 20人（先着順。男性であれ

ば年齢は問いません）

■参加費 500円

■持ち物：エプロン、バンダナ（手

ぬぐい可）、パック容器（持ち帰

り用）

■申し込み ６月11日（月）～22日
（金）の間に、明和町企画課まちづ
くり推進係（TEL52-7112）へ

※詳しくは、同係へ。

県立相可高等学校食物調理科では

「高校生が提案します！健康イキイ

キ食育講座」の参加者を募集してい

ます。

■とき ７月15日（日） 午前９時

～正午

■ところ 県立相可高等学校　調理

室

■内容 ①食育講座、②地元産物を

使う実習（Ａ＝調理実習、Ｂ＝製

菓実習、Ｃ＝製パン実習）

■対象・定員 多気郡・松阪市在住

の人、60人

■費用 1,000円

■応募方法 ６月１日（金）から30日
（土）までの間に、住所・氏名・電
話番号・実習希望（Ａ～Ｃのいずれ

か）を明記の上、はがきかファック

スで申し込み。先着順で受け付け。

■申し込み・問い合わせ先

〒519-2181 多気郡多気町相可

50 三重県立相可高等学校　食物

調理科（TEL・ファックス0598-
38-2886）

消費生活グループ「明和すずしろ

会」が、家庭から出る天ぷら油の廃

油を使ったリサイクルせっけんを作

ります。一度体験してみませんか。

■とき ７月６日（金） 午前９時～正午
■ところ 中央公民館

■持ち物 エプロン・軍手・マス

ク・１㍑の牛乳パック２本（つぶ

してない物）・廃油（持ってこら

れる人）

■申し込み 産業課商工観光係

（TEL52-7138）へ
※同会では、随時会員を募集してい

ます。詳しくは、産業課商工観光係へ。

第25回斎王まつり（斎王まつり実

行委員会主催）が、６月２日（土）
と３日（日）の両日、斎宮歴史博物
館周辺ほかで開催されます。

詳しくは、広報めいわ５月号４ペ

ージをご覧ください。

２・３日に
斎王まつりを開催

明和すずしろ会の
リサイクル石けん作り

相可高校の
健康イキイキ食育講座

男性の料理教室の
参加者募集

今
年
の
大
淀
の
祇
園
祭
は
、
７

月
28
日
（土）
（
雨
天
の
場
合
は
７

月
29
日
（日）
）
に
行
わ
れ
ま
す
。

大
淀
祭
典
委
員
会
で

は
、
４
年
前
か
ら
一
般

の
皆
さ
ん
の
打
ち
上
げ

花
火
を
募
集
し
て
い
ま

す
。花

火
好
き
の
皆
さ
ん
、

ま
た
入
学
・
就
職
・
結

婚
・
初
孫
誕
生
・
金

婚
・
銀
婚
祝
い
な
ど
、

記
念
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
に
花
火
を
上

げ
て
み
ま
せ
ん
か
。

■
申
込
期
間

６
月
１
日
（金）
〜

20
日
（水）

※
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
は
、

大
淀
祭
典
委
員
会
委
員
長
　
山
中

徹
さ
ん
（
TEL
55-

２
１
８
４
）
へ
。

昨年の大淀祇園祭の花火

明
和
町
観
光
協
会
（
下
井
清
史

会
長
）
で
は
、
白
砂
青
松
の
地
、

自
然
豊
か
な
大
淀
海
岸
で
「
浜
開

き
」
を
次
の
と
お
り
行
い
ま
す
。

皆
さ
ん
、
ぜ
ひ
お
出
か
け
く
だ

さ
い
。

■
と
き

７
月
７
日
（土）

午
前

９
時
30
分
〜

■
と
こ
ろ

大
淀
海
岸
海
水
浴

場
・
キ
ャ
ン
プ
場

■
内
容

安
全
祈
願
祭
の
後
、
宝

探
し
・
も
ち
ま
き
な
ど

※
詳
し
く
は
、
明
和
町
観
光
協
会

（
TEL
52-

０
０
５
５
）
へ
。

昨
年
の
大
淀
海
岸
浜
開
き

大
淀
祇
園
祭
で
花
火
を

上
げ
て
み
ま
せ
ん
か

７
月
７
日
に

大
淀
海
岸
浜
開
き



●町県民税・１期

●固定資産税・×

●軽自動車税・×

●国民健康保険税・３期

●介護保険料・３期

納税は忘れず！
今月は下記のとおりです
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安全週間推進標語

「危険物　目指せ無事故の　ＭＶＰ」

６月３日（日）から９日（土）は
危険物安全週間です。

気温の高くなる夏場は、石油類の

蒸気が発生しやすく、危険物による

火災が起こりやすい時季です。火災

や事故を未然に防止するために、危

険物の貯蔵や取り扱いには十分注意

しましょう。

危険物を取り扱う事業所では、①

啓発活動、②危険物施設の自主点検、

③消火訓練、④保安研修などを行い

ましょう。

※詳しくは、松阪地区広域消防組合消

防本部予防課（TEL0598-25-1412)、
または明和消防署（TEL52-5600）へ。

■とき ６月８日（金） 午後１時

～４時

■ところ 松阪市嬉野町ふるさと会

館　大ホール

■内容 危険物施設の保安管理につ

いて（講師＝名古屋市消防局　桑

原　務さん）、防災ネットワーク

作りの意義について（講師＝防災

ボランティアネットワーク松阪代

表　堀端　脩さん）

■受講料 無料

※詳しくは、松阪地区広域消防組合

消防本部予防課（TEL0598-25-
1412)へ。

■とき ６月24日（日） 午前９時

10分～

■ところ 三重県総合文化センター

内　男女共同参画センター　セミ

ナー室Ｃ

■受講料 初心者＝15,000円　経験

者（会員）＝7,000円

■対象者 20歳以上の人

■申し込み ６月12日（火）までに、
（社）三重県猟友会（津市桜橋１
丁目林業会館内、TEL059-228-
0923・ファックス059 -228 -

0988）または（社）三重県猟友
会明和町支部（明和町大字馬之上

9 4 5 明和町役場産業課内、

TEL52-7118・ファックス52-
7136）へ

※この講習会は、三重県狩猟免許試

験（７月４日・８月５日）を受験す

るための予備講習です。詳しくは、

（社）三重県猟友会または同会明和
町支部へ。

責任技術者試験

■とき 11月14日（水） 午後１時～

■ところ メッセウイング・みえ

（津市北河路町19－1）

■資格 試験当日に満20歳以上で、

排水設備工事またはそれ以外の下

水道工事・水道工事の設計・施工

に関し、受験申込日現在で2年以

上の実務経験を有する人

■試験の方法 筆記試験＝①下水道

の一般知識に関すること、②排水

設備の法律的知識に関すること、

③排水設備の設計・施工および維

持管理の技術的知識に関するこ

と、④排水設備の新設・増設・改

築および撤去工事にかかる事務手

続きなどに関すること

■受験料 5,000円（合格者で責任

技術者証の必要な人は、交付手数

料3,000円が必要です）

■申込期間 ６月25日（月）～７月
６日（金）（当日消印有効）

■申込先 〒514-0301 三重県津市

雲出鋼管町52－5 （財）三重県下
水道公社雲出川左岸浄化センター

排水設備担当（TEL059-235-2030）
■申込書備え付け場所 役場上下水

道課（TEL52-7120）または松阪
浄化センター（松阪市高須町

3922、TEL0598-53-4856）ほか
県内の浄化センター

※詳しくは、各申込書備え付け場所

へ。

受験講習会

■とき 10月17日（水） 午前９

時30分～午後４時

■ところ メッセウイング・みえ

■費用 7,000円と受講用テキスト

代1,000円

※申込期間・申込先・申込書備え付

け場所・問い合わせ先は、前記試験

と同じ。

下水道排水設備工事責
任技術者試験と講習

狩猟免許取得予備講習
会の受講者募集

危険物安全講習会の
お知らせ

６月３日～９日は
危険物安全週間です
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ふるさと会館では、子どもを対象とした読み聞か

せを、おはなし小槌の皆さんが次のとおり行います。

■とき・内容 ６月24日（日） 午後２時～＝絵本

「あめええ」、「森の水はうたうよ」、紙芝居「なに

してるの？」

■ところ ふるさと会館２階ロビー

【６月の休館日】

４日（月）～15日（金）＝特別館内整理（蔵書点検）、
18日（月）・25日（月）・29日（金）

※詳しくは、ふるさと会館（TEL52-7131）へ。

４日（月）行政・心配ごと相談（午前９時30分～正午）
18日（月）心配ごと相談（午後１時30分～４時）

●古代の食を体験「粽（ちまき）づくり」
■とき ６月16日（土） 午後１時～３時

■内容 平安時代に宮中で食べられていた粽（ちま

き）づくりに挑戦。古代の資料を参考に、もち

米・大角豆（ささげ）・灰汁（あく）を使って作

ります。

■参加費 500円

■定員 30人

●機織り体験　～草木染めの糸でオリジナ
ル作品を織りましょう～

■とき ６月23日（土） 午前10時～正午、午後１

時30分～３時30分

■内容 麻＝高機を使って、ランチョンマットを織

ります。絹＝復元した古代の地機で、本格的な機

織りを体験します。

■参加費 麻＝1,300円、絹＝1,600円

■定員 麻＝４人、絹＝２人

※ただいま、予約を受け付けています。詳しくは、

いつきのみや歴史体験館（TEL52-3890）へ。

■最大震度別地震回数（平成19年４月11日～５月10日） 

震　度 

全　国 

明和町 

１ ２ ３ ４ ５弱 ５強 ６弱 ６強 ７ 合計 

※役場に設置の計測震度計による。 

※ 

113 53 19 7 0 1 0 0 0 193

0 1 1 0 0 0 0 0 0 2

今月のお話会・ふるさと会館

今月の心配ごと相談・保健福祉センター

河村朋子さん
（新茶屋）

松阪農林事

務所を病気で

退職したわた

しが、作家の

道を歩むこと

になったのは、

職場体験を面

白く書いた原

稿が出版社の目にとまり、本にしてくれたこと

がきっかけです。

書くことの楽しさを知ったわたしは、いろい

ろな物語を書きました。ボツになった小説もた

くさんありましたが、それでも６冊が世に出ま

した。

最新作は、忍者を主人公にした怪談「妖魔

（ようま）の森」です。

これからも、ジェットコースターのように、

読み始めたら止まらないような、面白いものを

書いていきたいと思います。

皆さん、どうか応援してください。

最新作は「妖魔(ようま)の森」

いつきのみや歴史体験館からのお知らせ

総人口 

男 

女 

総世帯 

23,259人　 

11,234人　 

12,025人　 

7,582世帯 

５月の人口 

出生 

死亡 

転入 

転出 

13人 

11人 

116人 

65人 

４月中の異動 

一人で悩んでいませんか？
●「しつけ？それとも虐待？」

【相談窓口】

明和町保健福祉センターTEL52-7127
中勢児童相談所TEL059-231-5666
※お気軽に、まずはお電話してください。

おわびと訂正

５月号14ページ「紹介します」のコーナーで、本文中「雅スポ

ーツ少年団ホームページ」は、「雅スポーツ少年団ホームページ

http://www.geocities.jp/miyabi_meiwa/」の誤りでした。

おわびし、訂正いたします。


